
   

             合併のお知らせ 

 

この度、福岡県信用組合と福岡県庁信用組合は、令和９年２月を目途として、

対等の立場で合併することを基本合意いたしました。 

両信用組合は、永年に亘りそれぞれの営業地域・職域において、信用組合と

しての役割である金融の円滑化を通して、地域経済及び社会の発展、組合員の

経済的地位の向上に寄与することに邁進してまいりました。 

 こうした使命を持つ両信用組合が、それぞれの営業基盤と経営資源を統合する

ことで、金融機関としての総合力を一層強化し、もって経営の健全性と信頼性

を更に高め、地域と職域の皆様のより多様かつ高度な金融ニーズにお応えすべく、

合併に向け協議を重ね、本日の合意に至った次第でございます。 

 本合併を機に、より皆様に信頼されご期待に添える信用組合として、また、

真に地域に必要とされる信用組合となりますよう、なお一層の努力をしていく

所存でございます。 

 今後は、順次所定の合併手続きを進めてまいりますが、お客様をはじめとし

て各方面からのご協力を得て、一日も早く今回の合併の効果が発揮されるよう、

役職員一丸となって取り組んでまいりますので、格別のご理解とご支援を賜り

ますようお願い申し上げます。 

 なお、詳しくは、「合併趣意書」及び「合併の基本事項」をご高覧いただきま

すようお願い申し上げます。 

 

令和８年４月１５日 

 

                 福岡県信用組合  理事長 吉丸 秀利 

                 福岡県庁信用組合 理事長 原中 誠志 



合併趣意書 

 

 福岡県信用組合、福岡県庁信用組合は、協議を重ねた結果、より一層地域社会の発展とお客様の

利便性に貢献したいとの願いから、本日、令和９年２月を目途に対等の立場で合併することで合意

致しました。 

 

 昨今の金融機関を取り巻く環境は厳しいものがあり、信用組合においても資産の健全性と収益力

の向上が今まで以上に求められております。このような状況下、より一層お客様に信頼され、真に

地域及び職域に必要とされる金融機関となるためには、営業エリア及びサービス機能面で相互に補

完関係に立てる両信用組合が合併し、収益体質を強化することにより、健全かつ強固な経営基盤を

構築することが最良の選択であるとの意見の一致をみたところであります。 

 

 今回のポイントは、次のとおりと考えています。 

１ 本合併を機に、営業エリアとともに店舗網を充実して強固な営業基盤を有することとなり、

よりお客様の利便性が図られることになります。 

殊に福岡県庁信用組合にとっては、同県庁内に勤務されている方々に対して、今まで機械化の

点で取り扱えなかった各種の商品やサービスを積極的に提供することによって、取引の拡大や新

たな取引の開始を図ることが可能となります。 

２ また、福岡県信用組合にとっても、福岡県庁内という通常では取引の難しい職場にお勤めの

方々に、店舗網などをアピールして、新たな顧客層として取引対象とすることができるようにな

ります。 

３ さらに、本合併により、合併後の福岡県信用組合の預貸金量が充実し、そのスケールメリット

を活かし経営体質を強化することにより、今まで以上に地元中小零細企業、勤労者への円滑な資

金供給を図り、地域社会の発展・中小零細企業の育成・勤労者の経済的地位の向上に貢献できる

ことになります。 

 

 今後は、順次所定の合併手続きを進めるとともに、お客様をはじめとして各方面からのご協力を

得て、一日も早く今回の合併の効果が発揮されるよう役職員一体となって努力する覚悟でございま

すので、よろしくご理解賜りますようお願い申し上げます。 

令和８年４月１５日 

 

福岡県信用組合 理事長 吉丸 秀利 

福岡県庁信用組合 理事長 原中 誠志 



合併の基本事項 

１．合 併 期 日   

令和９年２月を目途とする。 

 

２．合併の方法  

対等合併とし、合併手続上は福岡県信用組合を存続組合とする。 

 

３．名 称    

福岡県信用組合 

 

４．合併後の本店 

福岡県信用組合の本店 

 

５．合併後の主要役員 

合併後の組合の理事長は、福岡県信用組合の理事長を充てる。 

 

６．合併後の職員  

存続信用組合において引継ぎ雇用する。（１００％雇用継続） 

 

７．その他合併の主要事項 

 （１）合併組合の出資 

    合併比率は対等とし、出資１口の金額は 1,000 円とする。 

（２）合併の効力 

    令和８年６月に開催予定の両信用組合の通常総代会決議および福岡財

務支局長の認可を条件とする。 

（３）合併準備委員会 

   合併に関する細目を協議するため、合併準備委員会を設ける。 

 

８．両信用組合の概要 

沿革・営業地区等 別紙のとおり 



福岡県信用組合及び福岡県庁信用組合の概要 

  令和 8年 2 月 28 日現在 

項  目 両信用組合の概要 

名  称 福岡県信用組合 福岡県庁信用組合 

本店所在地 福岡市中央区赤坂 1-10-17 福岡市博多区東公園 7-7 

沿  革 

[平成 30 年 12 月] 

福岡県中央信用組合を存続信用組合とし

て、福岡県南部信用組合及びとびうめ信

用組合の３組合が対等合併し、福岡県信

用組合と改称、現在に至る。 

[大正 11 年 10 月] 

有限責任福岡県庁信用組合設立 

[昭和 25 年 2月] 

福岡県庁信用組合に名称変更、現在に至

る。 

主要役員 理事長 吉丸 秀利 理事長 原中 誠志 

出資金 2,397,846 千円 40,130 千円 

組合員数 75,204 名 2,770 名 

総代数 393 名 100 名 

営業地区 

福岡県全域。ただし、九州大学医学部構

内の区域において勤労に従事する者が、

営業地区外の地区へ住所又は居所の変更

を伴わない勤務の異動をしたときは、そ

の者に限り当該勤務地である地区も営業

地区とする。 

福岡県一円 

店舗数 37 店舗 1 店舗 

役員数 
理事 15 名 

監事  3 名 

理事 10 名 

監事  3 名 

職員数 318 名 4 名 

預  金 350,249,463 千円 4,904,987 千円 

貸出金 274,357,104 千円 837,960 千円 

（お問い合わせ先） 

 福岡県信用組合 担当：常勤理事 古賀 英行 TEL 092-724-5420 

 福岡県庁信用組合 担当：常勤理事 野中 英明 TEL 092-641-7454 


